
別紙１ 
計算書類に対する注記（法人全体） 

 
１． 継続事業の前提に関する注記 

当該計算書類は継続企業の前提で作成されており、当該書類作成時点およびその後 1
年間において、継続企業の前提に疑義を生じさせる事象は認められません。 
 

２． 重要な会計方針 
（１）有価証券の評価基準及び評価方法 

     ①満期保有目的の債券 
      該当なし 
     ②満期保有目的以外の有価証券で時価のあるもの 
      該当なし 
  （２）固定資産の減価償却の方法 
     ①有形固定資産 
      定額法によっている 
     ②有形リース資産 
      リース期間定額法によっている 
     ③無形固定資産 

定額法によっている 
  （３）引当金の計上基準 
     賞与引当金 

職員に支給する賞与のうち、当該会計年度の負担に属する額を見積り、賞与引当 

金として計上している。 
  （４）リース会計基準適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引 

引き続き通常の賃貸借処理に係る方式に準じた会計処理を適用している。 
  （５）消費税の会計処理 
     消費税及び地方消費税の会計処理は、税込方式によっている 
 
３． 重要な会計方針の変更 

従来賞与は支給時に費用処理していたが適切な会計処理を行うため今期より当該会

計年度の負担に属する額を見積もり賞与引当金として計上する方針に変更した。 
この変更によりサービス活動増減差額が１６，４９４，０００円減少し、経常増減差

額・当期活動増減差額及び純資産額が同額減少している。 
 
４． 法人で採用する退職給付制度 

独立行政法人福祉医療機構の社会福祉施設職員等退職手当共済制度に加入している。

当期の要拠出額は９，５６７，５００円であり、当該金額については全額を退職給付

費用として費用処理を行っています。 
 
５． 法人が作成する計算書類と拠点区分、サービス区分 



当法人の作成する計算書類は以下のとおりになっている。 

（１） 法人全体の計算書類(会計基準省令第 1号第 1様式、第 2号第 1様式、第 3 号

第 1様式） 

（２） 事業区分別内訳表(会計基準省令第 1 号第 2 様式、第 2 号第 2 様式、第 3 号第

2様式) 

（３） 社会福祉事業における拠点区分別内訳表(会計基準省令第 1 号第 3 様式、第 2

号第 3様式、第 3号第 3 様式)    

社会福祉事業は１拠点区分しかないため、省略している。 

（４） 公益事業における拠点区分別内訳表(会計基準省令第 1 号第 3 様式、第 2 号第

3様式、第 3号第 3様式) 

当法人では、公益事業の拠点が一つであるため作成していない。 

（５） 収益事業における拠点区分別内訳表(会計基準省令第 1 号第 3 様式、第 2 号第

3様式、第 3号第 3様式) 

当法人では、収益事業は実施していないため作成していない。 

（６） 各拠点区分におけるサービス区分の内容 

   ①法人運営事業拠点区分（社会福祉事業） 

    法人運営事業サービス区分 

    共同募金配分金事業サービス区分 

    日常生活自立支援事業サービス区分 

    訪問介護等事業サービス区分 

    住民参加の支え合い事業サービス区分 

    ふれあいのまちづくり事業サービス区分 

    ボランティア振興事業サービス区分 

    通所介護等事業サービス区分 

    地域包括支援センター受託運営事業サービス区分 

    福祉センター管理経営事業サービス区分 

健康の杜センター管理経営事業サービス区分 

いきいきプラザ管理経営事業サービス区分 

貸付等事業サービス区分 

成年後見事業サービス区分 

生活支援体制整備事業サービス区分 

     ②上九の湯ふれあいセンター管理経営事業拠点区分（公益事業） 

    上九の湯ふれあいセンター管理経営事業サービス区分 

 

６． 基本財産の増減の内容及び金額 

基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。 

（単位：円） 

基本財産の種類 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 

定期預金 5,000,000 0 0 5,000,000 

合計 5,000,000 0 0 5,000,000 

 



７． 基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し 

該当なし 

 

８． 担保に供している資産 

該当なし 

 

９． 固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高 

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。 

（単位：円） 

その他の固定資産 取得価額 減価償却累計額 当期末残高 

建物 1,053,690 1,029,072 24,618 

車輛運搬具 17,162,795 16,924,930 237,865 

器具・備品 16,491,747 13,336,703 3,155,044 

有形リース資産 3,386,000 1,693,000 1,693,000 

リサイクル預託金 43,190 0 43,190 

権利 35,840 0 35,840 

ソフトウェア 4,730,000 1,655,500 3,074,500 

合計 42,903,262 34,639,205 8,264,057 

 

１０．債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高 

   債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高は以下のとおりである。 

（単位：円） 

流動資産 債権額 徴収不能引当金の当期末残高 債権の当期末残高 

事業未収金 19,462,847 0 19,462,847 

合計 19,462,847 0 19,462,847 

 

１１．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益 

   該当なし 

 

１２．関連当事者との取引の内容 

   該当なし 

 

１３．重要な偶発債務 

   該当なし 

 

１４．重要な後発事象 

   該当なし 

 

１５. 合併及び事業の譲渡若しくは事業の譲受け 

   該当なし 



 

１６．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び純資産 

の状態を明らかにするために必要な事項 

該当なし 



別紙２ 
計算書類に対する注記（法人運営事業拠点区分） 

 
１． 重要な会計方針 

（１）有価証券の評価基準及び評価方法 

     ①満期保有目的の債券 
      該当なし 
     ②満期保有目的以外の有価証券で時価のあるもの 
      該当なし 
  （２）固定資産の減価償却の方法 
     ①有形固定資産 
      定額法によっている 
     ②有形リース資産 
      リース期間定額法によっている 
     ③無形固定資産 
      定額法によっている 
  （３）引当金の計上基準 
     賞与引当金 

職員に支給する賞与のうち、当該会計年度の負担に属する額を見積り、賞与引当 

金として計上している。 
（４）リース会計基準適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引 

引き続き通常の賃貸借処理に係る方式に準じた会計処理を適用している。 
  （５）消費税の会計処理 
     消費税及び地方消費税の会計処理は、税込方式によっている 
 
２． 重要な会計方針の変更 

従来賞与は支給時に費用処理していたが適切な会計処理を行うため今期より当該会

計年度の負担に属する額を見積もり賞与引当金として計上する方針に変更した。 
この変更によりサービス活動増減差額が１５，５９８，５３７円減少し、経常増減差

額・当期活動増減差額及び純資産額が同額減少している。 
 
３． 当拠点で採用する退職給付制度 

独立行政法人福祉医療機構の社会福祉施設職員等退職手当共済制度に加入している。

当期の要拠出額は８，７６６，５００円であり、当該金額については全額を退職給付

費用として費用処理を行っています。 
 
４． 拠点が作成する計算書類とサービス区分 

当拠点区分において作成する計算書類等は以下のとおりになっている。 

（１） 法人運営事業拠点区分の計算書類(会計基準省令第 1 号第 4 様式、第 2 号第 4



様式、第 3号第 4様式） 

（２） 拠点区分資金収支明細書(別紙３(⑩)) 

（３） 拠点区分事業活動明細書(別紙３(⑪))    

（４） 当拠点区分におけるサービス区分の内容 

    法人運営事業サービス区分 

    共同募金配分金事業サービス区分 

    日常生活自立支援事業サービス区分 

    訪問介護等事業サービス区分 

    住民参加の支え合い事業サービス区分 

    ふれあいのまちづくり事業サービス区分 

    ボランティア振興事業サービス区分 

    通所介護等事業サービス区分 

    地域包括支援センター受託運営事業サービス区分 

    福祉センター管理経営事業サービス区分 

健康の杜センター管理経営事業サービス区分 

いきいきプラザ管理経営事業サービス区分 

貸付等事業サービス区分 

成年後見事業サービス区分 

生活支援体制整備事業サービス区分 

 

５． 基本財産の増減の内容及び金額 

基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。 

（単位：円） 

基本財産の種類 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 

定期預金 5,000,000 0 0 5,000,000 

合計 5,000,000 0 0 5,000,000 

 

 

６． 基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し 

該当なし 

 

７． 担保に供している資産 

該当なし 

 

８． 固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高 

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。 

（単位：円） 

その他の固定資産 取得価額 減価償却累計額 当期末残高 

建物 1,053,690 1,029,072 24,618 



車輛運搬具 17,162,795 16,924,930 237,865 

器具・備品 15,632,847 12,477,804 3,155,043 

有形リース資産 3,386,000 1,693,000 1,693,000 

リサイクル預託金 43,190 0 43,190 

権利 35,840 0 35,840 

ソフトウェア 4,730,000 1,655,500 3,074,500 

合計 42,044,362 33,780,306 8,264,056 

 

９．債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高 

  債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高は以下のとおりである。 

（単位：円） 

流動資産 債権額 徴収不能引当金の当期末残高 債権の当期末残高 

事業未収金 19,325,407 0 19,325,407 

事業区分間貸付金 7,000,000 0 7,000,000 

合計 26,325,407 0 26,325,407 

 

１０．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益 

   該当なし 

 

１１．重要な後発事象 

   該当なし 

 

１２．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び純資産 

の状態を明らかにするために必要な事項 

該当なし 



別紙２ 
計算書類に対する注記（上九の湯ふれあいセンター管理経営事業拠点区分） 

 
１． 重要な会計方針 

（１）有価証券の評価基準及び評価方法 

     ①満期保有目的の債券 
      該当なし 
     ②満期保有目的以外の有価証券で時価のあるもの 
      該当なし 
  （２）固定資産の減価償却の方法 
     ①有形固定資産 
      定額法によっている 
  （３）引当金の計上基準 
     賞与引当金 

職員に支給する賞与のうち、当該会計年度の負担に属する額を見積り、賞与引当 

金として計上している。 
（４）リース会計基準適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引 

引き続き通常の賃貸借処理に係る方式に準じた会計処理を適用している。 
  （５）消費税の会計処理 
     消費税及び地方消費税の会計処理は、税込方式によっている 
 
２． 重要な会計方針の変更 

従来賞与は支給時に費用処理していたが適切な会計処理を行うため今期より当該会計

年度の負担に属する額を見積もり賞与引当金として計上する方針に変更した。 
この変更によりサービス活動増減差額が８９５，４６３円減少し、経常増減差額・当

期活動増減差額及び純資産額が同額減少している。 
 
３． 当拠点で採用する退職給付制度 

独立行政法人福祉医療機構の社会福祉施設職員等退職手当共済制度に加入している。

当期の要拠出額は８０１，０００円であり、当該金額については全額を退職給付費用

として費用処理を行っています。 
 
４． 拠点が作成する計算書類とサービス区分 

当拠点区分において作成する計算書類等は以下のとおりになっている。 

（１） 上九の湯ふれあいセンター管理経営事業拠点区分の計算書類(会計基準省令

第 1号第 4様式、第 2 号第 4様式、第 3 号第 4 様式） 

（２） 拠点区分資金収支明細書(別紙３(⑩)) 

当拠点区分は１サービス区分しかないため、省略している。 

（３） 拠点区分事業活動明細書(別紙３(⑪))   



当拠点区分は１サービス区分しかないため、省略している。 

（４） 当拠点区分におけるサービス区分の内容 

    上九の湯ふれあいセンター管理経営事業サービス区分 

 

５． 基本財産の増減の内容及び金額 

該当なし 

 

６． 基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し 

該当なし 

 

７． 担保に供している資産 

該当なし 

 

８． 固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高 

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。 

（単位：円） 

その他の固定資産 取得価額 減価償却累計額 当期末残高 

器具・備品 858,900 858,899 1 

合計 858,900 858,899 1 

 

９．債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高 

  債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高は以下のとおりである。 

（単位：円） 

流動資産 債権額 徴収不能引当金の当期末残高 債権の当期末残高 

事業未収金 137,440 0 137,440 

未収収益 2,145,639 0 2,145,639 

合計 2,283,079 0 2,283,079 

 

１０．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益 

   該当なし 

 

１１．重要な後発事象 

   該当なし 

 

１２．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び純資産 

の状態を明らかにするために必要な事項 

該当なし 


